
別紙２

実
行
予
算

補
助
金

そ
の
他

自
治
事
務

法
定
受
託
事
務

 国庫
その他
特定
財源

 一般 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
拡
充

継
続

整
理
統
合

縮
減

休
止

廃
止

終
期
の
見
直
し

完
了

そ
の
他

見直し額

森林整備地域活動支援交付金事業 元気な産業 ○ ○ H14 13 3 ○ 99,098 0 66,192 32,906 ○ ○ ○ 0

ふるさと山林売買等監視システム整備事業 ○ H25 2 1 ○ 180 0 0 180 ○ ○ 0

森林計画事業 ○ S26 64 1 ○ 3,655 0 6 3,649 ○ ○ ○ ○ 0

保安林整備管理事業 ○ S29 61 3 ○ ○ 8,551 5,217 21 3,313 ○ ○ ○ 0

森林保全管理推進事業 ○ S29 61 2 ○ 1,356 515 0 841 ○ ○ ○ ○ ○ 0

流木災害を防ぐ森づくり推進事業 元気な産業 ○ H24 3 1 ○ 21,000 0 0 21,000 ○ ○ ○ △ 2,000

林業普及指導運営事業 元気な産業 ○ S25 65 4 ○ 2,017 990 36 991 ○ ○ ○ ○ ○ 0

林業後継者育成等事業 元気な産業 ○ ○ S39 51 3 ○ 6,404 0 0 6,404 ○ ○ ○ ○ ○ 0

緑と花の県民運動推進事業（緑と花にあふれるふるさとをつくる運動） 元気な産業 ○ H22 5 4 ○ 12,601 0 500 12,101 ○ ○ ○ ○ △ 172

緑と花の県民運動推進事業（元気な森をつくる運動） 元気な産業 ○ ○ H22 5 2 ○ 3,307 0 0 3,307 ○ ○ ○ ○ 0

緑と花の県民運動推進事業（自然を知り伝える運動） 元気な産業 ○ H22 5 2 ○ 807 0 0 807 ○ ○ ○ △ 807

特用林産物産地強化対策事業 元気な産業 ○ H14 13 2 ○ 482 0 0 482 ○ ○ ○ ○ 0

美しい森林景観再生事業 元気な産業 ○ H19 8 1 ○ 20,250 0 0 20,250 ○ ○ △ 3,854

試験研究費 元気な産業 ○ S33 57 5 ○ 5,459 1,826 0 3,633 ○ ○ ○ ○ ○ 0

育種園管理事業 元気な産業 ○ S44 46 1 ○ 3,809 0 0 3,809 ○ ○ ○ 0

種子採取事業 元気な産業 ○ S27 63 1 ○ 643 0 0 643 ○ ○ ○ △ 595

緑の相談所運営事業 元気な産業 ○ S56 34 1 ○ 9,526 0 642 8,884 ○ ○ ○ 0

花き園芸推進事業 元気な産業 ○ S55 35 1 ○ 32,753 0 0 32,753 ○ ○ ○ ○ 0

ジュニアフラワーサポーター養成支援事業 元気な産業 ○ H23 4 1 ○ 775 0 0 775 ○ ○ ○ △ 775

総合グリーンセンター緑と花の拠点施設機能強化事業 元気な産業 ○ H26 1 1 ○ 95,909 0 0 95,909 ○ △ 92,104

県産原木しいたけ生産拡大事業 元気な産業 ○ H23 4 1 ○ 1,745 0 0 1,745 ○ ○ ○ △ 1,745

豊かな森林・山村づくり推進事業 元気な産業 ○ H25 2 1 ○ 200 200 0 0 ○ 0

19 6 0 42 22 1 330,527 8,748 67,397 254,382 4 7 2 6 2 3 1 3 4 6 2 6 2 2 0 1 0 14 2 3 0 0 0 3 0 △ 102,052

事            業           名
事業
開始
年度

経過
年数

事業区分 事務区分 成果指標2結果分類  評 価 に 基 づ く 今 後 の 対 応

福井新々元気宣言
における位置付け

活動指標1結果分類 活動指標2結果分類

平成
２６年度
予算額

 財源内訳同一
カルテ
内に
含ま
れる
事業
数

一般会計

平成２６年度事務事業評価結果(課・室)総括表

（単位：千円）森づくり課

会計区分

課・室名

成果指標1結果分類



■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

3 □ ■ H14 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ H28 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 ■ □ 13 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

636,698 319,984 185,844 49,660

635,269 439,968 243,212 145,105

635,267 416,925 243,125 145,038

75,444 34,659 32,579 33,174

5,205 5,011 4,040 4,120

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕計 画 の 達 成 状 況

指標

△ 7.0％の推移 森林施業（間伐）面積（ha）成果

予　算　額　（単位：千円）

平成26年度予算額

99,098

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

活動

事業効果

指標

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源

66,192

所属の

方　針
［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

財源内訳

[事業の評価]

32,906

部（庁）

実行予算

会計区分

事      業      名

[事業目的]

　適切な森林整備の推進を通じて森林の多面的機能の発揮を図る観点から、森林所有者等による計画的かつ一体的な森林施業が適時適切に行われるよう、その実施に必要不可欠な地域活動を確保するため
の支援措置を講じる。

[予算額および指標の推移等]

特別会計
企業会計

その他

農林水産部 森づくり

県　単

森林計画・管理

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

一般会計

事　業
開　始
年　度

新しい方向を開く農林水産業

国　庫

□

拡　　充

継　　続

　森林境界の確認、森林施業の集約化を支援することにより、適正な森林施業が促進されている。

　より適正な森林施業の促進を図っていくため、搬出間伐を一体的に行うための集約化や、森林経
営計画の作成に必要な諸活動などに対する支援を実施していく。

整理統合□

区　　　　　　分

見　直　し　額

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

□
評価に基

づく今後

の 対 応
□

千　円

完　　了

特　記　事　項

廃　　止

□

終期の見直し

そ の 他

 〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

■ 休　　止

□ □
［活動指標、成果指標に対する評価］

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数元気な産業 補 助 金

そ の 他

森林整備地域活動支援交付金事業 含まれる事業数

Ⅳ

　平成25年度に当事業の対象から外れた｢作業路網の改良活動｣については、H26年
度より再び当事業の対象となった。

Ⅳ

H21年度（２月）　基金の積み増し（146,000千円）を実施
H21年度末　基金の積み増し（464,000千円）を実施
H23年度末　基金の積み増し（228,732千円）を実施
H24年度末　基金の積み増し（100,000千円）を実施
H25年度末　基金の積み増し（100,000千円）を実施

２６年度

結果分類

［事業内容］

△ 15.6％
目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

１　森林整備地域活動支援交付金事業（市町）
　　　市町と協定を締結し、森林施業の実施に必要不可欠な地域活動（現況調査、境界確認等）を行った森林経営計画作成者に対し、交付金を交付する。
２　森林整備地域活動支援推進交付金事業（県、市町）
　　　森林整備地域活動支援交付金の交付を適正かつ円滑に行うために必要となる経費に対し助成（交付金の交付に関する説明会等の開催に要する経費等）
３　福井県森林整備地域活動支援基金積立金（県）
　　　森林整備地域活動支援交付金を基金に積み立てる。

△ 38.8％

平均伸び率

100,568

△ 19.4％

△ 38.6％99,098２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

地域活動協定締結森林面積（ha）

－1－



■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

1 □ ■ H25 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 2 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

713

713

421

3

1,211

10

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

県　単 補 助 金

所　　属 農林水産部

法定受託事務

部（庁） 森づくり 森林計画・管理

その他 そ の 他

ふるさと山林売買等監視システム整備事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

事務区分

[事業目的]

　山林の取得や利用について監視するためのシステムを構築し、ふるさと福井の山林と水源を守り健全な姿で未来に向けて引き継いでいく。

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け

［事業内容］

１　福井県水源涵養地域保全条例に基づく事前届出制度等の円滑な施行（山林の取得や利用に関する助言および監視等）
　　・山林売買の事前届出において実態が不明な企業等が買受予定者である場合の企業信用調査　１８０千円（そのほかゼロ予算）
２　山林売買等に係る指導や相談などを行う「山林売買等相談窓口」の運営（ゼロ予算）
３　適正な森林管理等の必要性等に関する県民や森林所有者の意識の醸成（ゼロ予算）
４　県民総ぐるみで監視するための山林保全監視モニター制度（ゼロ予算）
５　適正な森林管理を指導するための森林所有者情報の整理・一元化（ゼロ予算）

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 180 △ 74.8％

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 180 △ 74.8％

決 算 額 の 推 移

山林保全監視モニターの委嘱（人） 1,211 0.0％ モニター数1,200人＝集落あたり1人×山間部の集落　約1,200集落 

活動 山林売買等の事前届出件数（件）

Ⅱ

の推移 成果 相談窓口での相談対応件数（件）

事業効果 指標

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成26年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 180

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 180

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　条例による山林売買の事前届出などの規制や助言等に加え、平成２５年４月に山林売買などに関
する相談窓口を設置するとともに、不審な買収情報をいち早く収集するために山間地の区長等約
１，２００人を山林保全監視モニターに委嘱するなど、山林と水源を守る「ふるさと山林売買監視
システム」を通じ、県民総ぐるみで山林売買の監視を行っている。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　山林売買の事前届出や小規模林地開発の届出などを設けた水源涵養地域保全条例の適正な施行
や、山林売買の相談窓口の設置や情報収集、県民総ぐるみによる監視のための意識啓発活動を行
い、ふるさとの山林と水源の保全を強化していく。 見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

－2－



■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

1 □ ■ S26 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 ■ □ 64 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

15,678 22,125 10,370 11,276

15,681 18,815 9,204 11,276

15,592 18,555 8,732 11,129

273,124 273,103 273,126 273,124

57,863 26,326 80,115 273,124

21 10 29 100

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

県　単 補 助 金

所　　属 農林水産部

法定受託事務

部（庁） 森づくり 森林計画・管理

その他 そ の 他

森林計画事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

事務区分

[事業目的]

　森林の公益的機能および森林資源の現況について把握し、森林施業についての目標を定めるための調査ならびに地域森林計画を策定する。

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け

［事業内容］

　森林計画事業
　　　森林測量、森林計画照査、モニタリング調査、市町森林ＧＩＳ整備、電算処理等

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

Ⅱ

3,655 △ 17.7%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 3,655 △ 2.9%

決 算 額 の 推 移 △ 2.2%

調査面積（ha) 130.2%

活動 地域森林計画編成対象面積（ha） 0.0%

Ⅰ

の推移 成果 調査率（%） 130.4% 調査達成率＝調査実施面積／調査計画面積 Ⅰ

事業効果 指標

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成26年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 3,655

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源 6

一　般　財　源 3,649

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　森林の公益的機能や森林資源の現況により森林簿を更新し、県内の望ましい森の姿やそこに誘導
するための森林整備の指針となる地域森林計画を策定した。平成２５年度に森林GISのシステム改
修を行い、森林所有者情報等をデータ収集により迅速に更新できるようになった。 ■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　森林の有する多面的機能を持続的に発揮させるため、森林施業の集約化、路網整備等を実施する
ために必要な、森林の状態や所有者情報を的確に把握するとともに、今後とも一層充実した森林整
備・施業の指針となる地域森林計画を策定していく。 見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

－3－



■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

3 ■ ■ S29 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 ■ □ 61 年 ■

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

11,206 10,304 11,833 13,595

8,253 10,302 11,581 12,847

7,422 9,616 9,810 11,525

141,906 141,984 142,036 142,532

35,525 35,752 36,149 36,443

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

県　単 補 助 金

所　　属 農林水産部

法定受託事務

部（庁） 森づくり 森林計画・管理

その他 そ の 他

保安林整備管理事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

事務区分

[事業目的]

　保安林が持つ公益的機能の保全を図るため、保安林の適正かつ円滑な整備管理を行う。

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け

［事業内容］

１　保安林整備管理事業
　　　保安林の指定解除・調査等（４～１１号保安林（知事権限））
２　保安林整備管理受託事業
　　　保安林の指定・解除・調査（１～３号保安林（大臣権限））
３　保安林損失補償金
　　　保安林に指定されることで財産権の制限を受ける森林所有者への損失補償を行う。

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

Ⅱ

8,551 △ 3.9%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 8,551 16.1%

決 算 額 の 推 移 16.4%

活動 保安林面積（ha） 0.1%

の推移 成果 保安林内森林整備実績（ha） 0.9% Ⅱ

事業効果 指標

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成26年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 8,551

財源内訳

国　　　　　庫 5,217

その他特定財源 21

一　般　財　源 3,313

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　公益的機能の持続的な発揮に必要な森林を保安林に指定し、関連事業との連携により保安林整備
を進めることで、公益的機能の保全が図られている。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　森林の公益的機能を保全するため、今後とも保安林の指定、整備を進めていく。併せて、効率的
かつ効果的な整備を行うため、保安林指定施業要件の変更業務を進めていく。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

－4－



■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

2 ■ ■ S29 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 61 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

1,338 1,302 1,276 1,274

1,338 1,302 1,276 1,280

1,315 1,181 1,155 1,233

198 198 198 198

1 1 2 1

4 2 9 4

0 0 0 0

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

県　単 補 助 金

所　　属 農林水産部

法定受託事務

部（庁） 森づくり 森林計画・管理

その他 そ の 他

森林保全管理推進事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

事務区分

[事業目的]

山火事などの森林被害に対して、森林保全のための巡視活動や林野火災の予防体制強化、予防意識の啓発等を行い、森林保全の推進を図る。
また、森林の開発行為の規制を行いながら、適正な森林の開発行為を指導し、森林の持つ多面的機能の向上を図る。

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け

［事業内容］

１　森林保全管理事業
　　　保安林を含めた民有林を対象にして、林野火災予防、違法行為の発見、指導、盗伐等の防止、林野災害発見等を目的とした森林保全活動を実施する。
２　林野開発許可制度実施事業
　　　開発行為の許可、開発行為の監督処分

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

Ⅱ

1,381 0.9%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 1,356 △ 1.5%

決 算 額 の 推 移 △ 1.9%

林地開発許可件数 16.7% 林地開発許可件数

活動 巡視日数 0.0%

Ⅳ

の推移 成果 林野火災件数 81.5% Ⅳ

事業効果 指標

指標 林地開発監督処分件数 0.0% 違反行為に対して措置を講じた件数 Ⅱ

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成26年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 1,356

財源内訳

国　　　　　庫 515

その他特定財源

一　般　財　源 841

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　多様化する林地開発行為に対して適正な指導監督を行うことで違法行為を未然に防止している。
また、林野火災件数は減少しており、近年の１都道府県当たりの平均発生件数（20～50件程度で推
移）と比較しても大幅に少ない件数に抑えられている。 ■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　無秩序な開発防止など適正な森林保全のため、今後とも民有林内の巡視や森林保全の普及啓発を
実施していく。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

－5－



■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

1 □ ■ H24 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ H28 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 3 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

22,000 20,000

22,000 20,000

22,000 20,000

32 20

25 41

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

元気な産業 県　単 補 助 金

所　　属 農林水産部

法定受託事務

部（庁） 森づくり 森林保全

その他 そ の 他

流木災害を防ぐ森づくり推進事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

事務区分

[事業目的]

　　　渓流沿いの森林を整備することにより、今後の豪雨等による山地災害の未然防止を図る。

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け 新しい方向をひらく農林水産業

［事業内容］

　　　・渓流沿いの倒木や危険木等の伐採除去
　　　・崩壊防止機能を高めるための周辺森林の間伐

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

Ⅳ

21,000 △ 2.0%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 21,000 △ 9.1%

決 算 額 の 推 移 △ 9.1%

活動 流木被害危険地の森林整備（ha） △ 37.5%

の推移 成果 整備率（％） 64.0% H25までの整備52ha／全体計画128ha Ⅰ

事業効果 指標

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成26年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 21,000

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 21,000

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 ■ 縮　　減 □ 終期の見直し
　流木発生の危険のある渓流を整備することにより、地域住民の安全・安心が図られている。

□ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　今後も事業を継続し、今後のゲリラ豪雨等に備え、山地災害の未然防止・軽減を図るよう努めて
いく。

見　直　し　額 △ 2,000 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

－6－



■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

4 ■ ■ S25 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 65 年 □

22年度 23年度 24年度 25年度

2,846 1,972 2,844 2,706

2,846 3,784 2,844 2,606

2,846 3,784 2,844 2,606

3,000 0 0 0

1 1 0 2

32 31 31 32

46 52 52 56

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

元気な産業 県　単 補 助 金

所　　属 農林水産

法定受託事務

部 森づくり 緑化・花づくり推進

その他 そ の 他

林業普及指導運営事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

事務区分

[事業目的]

　林業普及指導員が、試験研究成果等を活用し、最新の林業技術や林業経営の普及活動を行うことで、森林の有する多面的機能の発揮と、森林の持続的かつ健全な発展を図る。

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け 新しい方向をひらく農林水産業

［事業内容］

１　林業普及指導事業
　　　①普及指導職員の配置　②林業普及指導区の運営 ③種苗登録
２　普及職員研修事業
　　　林業普及指導員研修、準フォレスター研修
３　林業技術現地適応化促進事業
　　　森林林業に関する試験研究の成果の現地適応化を図る。（H25～27　本県の条件に適した列状間伐の実証）
４　林業普及情報活動システム化事業
　　　①技術情報等整理分析　②林業経営技術動向情報収集　③林業機械稼動実態調査

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 26年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

Ⅳ

2,017 △ 4.2%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 2,017 △ 0.1%

決 算 額 の 推 移 △ 0.1%

実証課題数 △ 50.0%

活動 情報リーフレット配布数 △ 100.0%

Ⅳ

の推移 成果 普及指導生産者数 0.0% ワサビ、ウド、カンタケ生産者数 Ⅱ

事業効果 指標

指標 高性能林業機械数 6.9% Ⅰ

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成26度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 2,017 H23年度　 副読本「福井の森を知ろう」を農林水産振興課の副読本「ふくいの農林
　　　　　　水産業」と一本化

財源内訳

国　　　　　庫 990

その他特定財源 36

一　般　財　源 991

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　普及指導により林業者が安定した収入を得るための林産物の栽培技術の普及や効率的な木材生産につ
ながる高性能林業機械の導入が図られている。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　今後とも安定した林産物生産を目指した栽培技術の確立や効率的な木材生産を促進するための技術普
及や高性能林業機械等の導入を図っていく。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

－7－



■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

3 □ ■ S39 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 51 年 □

22年度 23年度 24年度 25年度

7,423 7,346 6,897 6,593

7,423 7,346 6,897 6,593

7,048 7,158 6,481 6,274

6 19 20 17

5 5 5 3

3,990 4,043 4,054 4,067

106 108 112 120

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

元気な産業 県　単 補 助 金

所　　属 農林水産

法定受託事務

部 森づくり 緑化・花づくり推進

その他 そ の 他

林業後継者育成等事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

事務区分

[事業目的]

　県民に対する森林・林業教育の推進、自主的な林業活動の促進・支援、専門的技術を持つ林業士の育成を通じて、森林の有する多面的機能の高度発揮に必要な知識と技術を備えた人材を育成し、多様で健全な森林の育成を促進す
る。

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け 新しい方向をひらく農林水産業

［事業内容］

１　林業研究グループ活動推進事業　･･･　優良林業技術研究活動への支援
２　林業士等活動促進事業　･･･　指導林業士および青年林業士活動促進
３　もり人づくり事業　･･･　森林林業体験（森林野外活動・林業体験学習等）、リーダー研修（林業教室、ジュニアフォレストサポーター養成研修）

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 26年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

Ⅰ

6,404 △ 3.6%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 6,404 △ 3.9%

決 算 額 の 推 移 △ 3.7%

林業教室コース数 △ 13.3%

活動 ＪＦＳ新規認定者数 69.0% ジュニアフォレストサポーター新規認定者数

Ⅳ

の推移 成果 森林ボランティア数 0.6% Ⅱ

事業効果 指標

指標 指導林業士、青年林業士数 4.2% Ⅱ

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成26年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 6,404 H21年度　緑のサポーター養成研修廃止（18～20　3ヵ年実施）
H26年度　緑の少年団支援の見直し
H27年度　「木づかい運動推進事業」を「もり人づくり事業」へ統合

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 6,404

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　様々な林業体験や研修を通して、自主的な林業活動に取り組むグループや指導的林業者が育成されて
いる。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　県民による森林づくりを促すため、「木づかい運動推進事業」による林業体験や森林学習を「もり人づくり
事業」へ統合し、森林の多面的機能に対する理解の増進と県債材の利用促進を図る体験会を一体的な実
施、指導的林業者の育成、自主的に活動しているグループの活動強化を図る。 見　直　し　額 0 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

－8－



■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

4 □ ■ H22 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ H26 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 5 年 □

　

22年度 23年度 24年度 25年度

9,442 8,227 14,235 15,018

8,760 8,227 14,235 15,018

8,602 8,227 13,442 14,983

6 6 5 6

30 35 36 27

43,876 45,282 47,203 49,150

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 25 年度整備水準〔　　 年度　〔 98.3% 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

元気な産業 県　単 補 助 金

所　　属 農林水産

法定受託事務

部 森づくり 緑化・花づくり推進

その他 そ の 他

緑と花の県民運動推進事業（緑と花にあふれるふるさとをつくる運動） 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

事務区分

[事業目的]

　平成21年度に開催した第60回全国植樹祭を契機に展開してきた「緑と花のふるさとをつくる運動」を一過性のものとして終わらせることなく、永続的な運動として展開していくため、緑と花の講習会やイベントを行うとともに、花や花木の植栽を通した美
しい景観を形成する運動を支援する。
（※推進体制の整備は、「緑と花のふるさとをつくる運動」「元気な森をつくる運動」「自然を知り伝える運動」の３つの県民運動共通）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け 新しい方向をひらく農林水産業

［事業内容］

１　緑と花の県民運動運営事業　　　　　　　　県民運動を円滑に実施するための協議会の設立・開催
２　素敵なガーデニングサポート事業　　　　　園芸専門家による講習会の開催、緑と花に関する相談体制の強化、アドバイザーの派遣などにより、ガーデニングの知識および技術の向上を図る
３　フラワーグリーンフェア開催事業　　　　　緑や花に関するイベントを開催し、森林整備の必要性、花づくり活動の機運醸成を図る
４　花いっぱい運動推進事業　　　　　　　　　花の植栽活動などの実践活動を通じて地域や家庭が花であふれるまちづくり推進を図る

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 26年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

Ⅱ

12,601 12.4%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 12,601 24.1%

決 算 額 の 推 移 23.5%

アドバイザー派遣回数 △ 1.8%

活動 ガーデニング講習会開催回数 1.1%

Ⅲ

の推移 成果 県民運動参加者数 3.9% Ⅱ

事業効果 指標

指標

計 画 の 達 成 状 況 ふくいの元気な森・元気な林業戦略 49,150  〕　／　整備目標 26 50,000 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成26年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 12,601 H24年度　「花と緑にあふれるふるさと運動事業」を「花いっぱい運動推進事業」
　　　　　　　へ名称変更、事業拡充

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源 500

一　般　財　源 12,101

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し

見直し額　△172千円
　 「フラワーグリーンフェア開催事業」を「みどりと花の県民
　　運動大会開催事業」へ統合

　県民が緑や花にふれあえる機会の提供を通じて、県民による緑と花にあふれるふるさとづくり運動の機運
を高めることができた。

□ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　園芸講習会やアドバイザー派遣、 「フラワーグリーンフェア開催事業」と統合する「みどりと花の県民運動
大会開催事業」などの各種イベント等を通じて、緑と花のふるさとをつくる運動を展開していく。

見　直　し　額 △ 172 千　円

■ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他
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■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

2 □ ■ H22 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ H26 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 5 年 □

　

22年度 23年度 24年度 25年度

4,485 3,745 3,379 3,379

4,485 3,745 3,379 3,379

4,425 3,740 3,174 3,297

82 70 73 62

9 6 5 8

43,876 45,282 47,203 49,150

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 25 年度整備水準〔　　 年度　〔 98.3% 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

元気な産業 県　単 補 助 金

所　　属 農林水産

法定受託事務

部 森づくり 緑化・花づくり推進

その他 そ の 他

緑と花の県民運動推進事業（元気な森をつくる運動） 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

事務区分

[事業目的]

　平成21年度に開催した第60回全国植樹祭を契機に展開してきた「元気な森をつくる運動」を一過性のものとして終わらせることなく、永続的な運動として展開していくため、「木を使って植える」取組みなど森づくり活動の機会を提供する。

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け 新しい方向をひらく農林水産業

［事業内容］

１　木づかい運動推進事業　　　木工教室の開催、森林・林業に関する現地体験会等の開催により県産材にふれあう機会を創出
２　みどりと花の県民運動大会開催事業　　６月第１日曜日の「森づくりの日」に県民参加型の緑や花に関するイベントを開催し、県民運動への意識の高揚を図る

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 26年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

Ⅳ

3,307 △ 7.1%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 3,307 △ 8.8%

決 算 額 の 推 移 △ 8.9%

森林学習・体験会開催数 3.3%

活動 木工教室開催数 △ 8.5%

Ⅱ

の推移 成果 県民運動参加者数 3.9% Ⅱ

事業効果 指標

指標

計 画 の 達 成 状 況 ふくいの元気な森・元気な林業戦略 49,150  〕　／　整備目標 26 50,000 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成26年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 3,307 H24年度　「体験の森活動事業」の事業終了

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 3,307

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　県民が山に直接入る機会の提供を通じて、県民による元気な森をつくる運動の機運を高めることができ
た。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　「木づかい運動推進事業」による林業体験・森林学習を「もり人づくり事業」に統合し、森林の多面的機能
に対する理解の増進と県産材の利用促進を図る体験会を一体的に行う。また、 「フラワーグリーンフェア開
催事業」を「みどりと花の県民運動大会開催事業」へ統合し、引き続き、元気な森をつくる運動を展開してい
く。

見　直　し　額 0 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他
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■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

2 □ ■ H22 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ H26 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 5 年 □

　

22年度 23年度 24年度 25年度

2,594 1,644 1,027 7,237

2,594 1,644 1,027 4,870

2,116 1,461 947 4,735

22 21 16 20

12 10 - -

43,876 45,282 47,203 49,150

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 25 年度整備水準〔　　 年度　〔 98.3% 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

元気な産業 県　単 補 助 金

所　　属 農林水産

法定受託事務

部 森づくり 緑化・花づくり推進

その他 そ の 他

緑と花の県民運動推進事業（自然を知り伝える運動） 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

事務区分

[事業目的]

　平成21年度に開催した第60回全国植樹祭を契機に展開してきた「自然を知り伝える運動」を一過性のものとして終わらせることなく、永続的な運動として展開していくため、山や自然に親しむ活動の機会を提供する。

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け 新しい方向をひらく農林水産業

［事業内容］

１　森林とのふれあい創出事業　　　　　フットパスや林道を活用したイベントの開催、またビューポイント整備の実施により、多くの人が山へ入るきっかけをつくり、森林とふれあう機会を創出
　（１）フットパスの推進
　（２）ふくいの名木・名花スタンプラリーの開催
　（３）林道を活用したイベントの開催
　（４）林道の景観等整備の実施

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 26年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

Ⅲ

807 110.4%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 807 100.0%

決 算 額 の 推 移 111.3%

山菜・きのこ研修会開催数

活動 フットパス体験会開催数 △ 1.1%

の推移 成果 県民運動参加者数 3.9% Ⅱ

事業効果 指標

指標

計 画 の 達 成 状 況 ふくいの元気な森・元気な林業戦略 49,150  〕　／　整備目標 26 50,000 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成26年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 807 H24年度～　「山の恵みで健康づくり推進事業」は23年度をもって事業終了
　　　　　　　　（活動指標：平成24年度から山菜・きのこ研修会開催数も実施しない）
H25年度～　「森林とのふれあい創出事業」としてフットパス、スタンプラリー、林道ウォーク、
　　　　　　　　　ビューポイント整備を統合
H26年度～　フットパス、林道スタンプラリー、林道ウォーク、ビューポイント整備の事業終了財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 807

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　県民が山や自然に親しむ機会の提供を通じて、県民による自然を知り伝える運動の機運を高めることが
できた。

□ 継　　続 □ 休　　止 ■ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　名木・名花スタンプラリーの開催を見直したうえで、市町や地域団体等が開催するフットパス体験会や林
道ウォーク等を通じて、引き続き効率的に、元気な森をつくる運動を展開していく。

見　直　し　額 △ 807 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他
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■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

2 □ □ H14 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ H27 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 13 年 □

22年度 23年度 24年度 25年度

4,318 3,839 7,416 482

4,318 3,839 7,386 482

4,318 3,839 7,386 482

27 27 27 27

330 351 257 246

67 67 47 48

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

元気な産業 県　単 補 助 金

所　　属 農林水産

法定受託事務

部 森づくり 緑化・花づくり推進

その他 そ の 他

特用林産物産地強化対策事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

事務区分

[事業目的]

　消費者に対して、県産特用林産物の積極的なＰＲを図るとともに、生産者に対する技術指導、生産基盤や施設の整備を行い、需要拡大を図る。

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け 新しい方向をひらく農林水産業

［事業内容］

１　しいたけ生産技術向上
       技術向上研修会の開催によるしいたけ生産技術の底上げ、販路開拓などの活動に対する支援
２　ふくいの炭販路拡大支援
 　　　炭生産技術の販路拡大、普及宣伝活動の実施に対する支援

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 26年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

Ⅱ

482 △ 2.9%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 482 △ 4.1%

決 算 額 の 推 移 △ 4.1%

活動 消費促進PR活動回数 0.0% 量販店等での販売促進活動数

の推移 成果 しいたけ生産量（ｔ） △ 8.2% Ⅳ

事業効果 指標

指標 木竹炭生産量（ｔ） △ 9.2% Ⅳ

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成26年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 482 H22年度～　ふくいのきのこ生産支援事業→しいたけ生産体制強化事業
　　　　　　　 ふくいの炭生産後継者育成事業→ふくいの炭生産技術向上事業
H25年度～　しいたけ生産体制強化事業→しいたけ生産技術向上事業
　　　　　　　 ふくいの炭生産技術向上事業→ふくいの炭販路拡大支援事業財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 482

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　県産きのこ、炭のＰＲ等により、生産量の安定供給が図られ、また生産技術研修等により品質向上が図ら
れた。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　しいたけについては、「ふるさと特用林産物再生事業」で付加価値の高いジャンボしいたけを中心に生産
支援を行う。炭については、今後とも零細経営が多い県内木竹炭生産者の経営安定を図るため、普及ＰＲ
活動や生産技術研修による需要拡大を促進していく。 見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他
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■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ □ H19 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ H28 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 8 年 □

22年度 23年度 24年度 25年度

48,600 48,600 20,250 20,250

48,600 48,600 20,250 20,250

48,600 48,600 19,910 20,250

245 100 79 95

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

元気な産業 県　単 補 助 金

所　　属 農林水産

法定受託事務

部 森づくり 緑化・花づくり推進

その他 そ の 他

美しい森林景観再生事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

事務区分

[事業目的]

　自然災害や松くい虫被害等により機能が低下している森林（山ぎわ）の機能回復を図るため、花木などの広葉樹等を植栽し、本県の美しい森林景観を再生する。

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け 新しい方向をひらく農林水産業

［事業内容］

　景勝地等を中心に、花木などの広葉樹等の植栽および景観を阻害する不用木の除去
　　　・森林再生区域　１００ha
　事業主体　　市町（県9/10、市町1/10）

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 26年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

Ⅳ

20,250 △ 14.6%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 20,250 △ 19.4%

決 算 額 の 推 移 △ 19.1%

活動 森林再生区域面積(ha) △ 20.0%

の推移 成果 目標値の設定が困難

事業効果 指標

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成26年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 20,250

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 20,250

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 ■ 縮　　減 □ 終期の見直し
　景勝地を中心に、花木等の植栽による景観の再生が図られた。

□ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　今後も松くい虫被害面積や雪害面積等の被害実績に基づいた事業の見直しを行いながら、本県有数の
景勝地を中心に、市町との連携のもと森林の景観再生を進める。

見　直　し　額 △ 3,854 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他
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■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

5 ■ ■ S33 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 57 年 □

22年度 23年度 24年度 25年度

16,330 11,872 3,426 3,745

13,421 9,066 3,426 3,745

13,421 9,061 3,371 3,745

7 7 6 8

2 3 1 4

2 3 4 4

81 90 106 142

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

元気な産業 県　単 補 助 金

所　　属 農林水産

法定受託事務

部 森づくり 緑化・花づくり推進

その他 そ の 他

試験研究費 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

事務区分

[事業目的]

　林業、木材産業、特用林産物等に関する試験研究を行い、実用技術を開発する。

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け 新しい方向をひらく農林水産業

［事業内容］

１　森林育成・保護に関する研究
　　　①シカの侵入を防ぐ新型フレームの開発と樹皮剥き被害対策による枝条巻き等の実証　　②シカ被害に強い植生回復技術の開発   ③人工交配による県産無花粉スギの開発
２　木材に関する研究
　　　①木質バイオマス安定供給システムの構築に関する研究（作業システム、品質管理）
３　特用林産物に関する研究
　　　①「姿マツタケ（仮称）」の増産技術の開発　　②きのこ遺伝資源の継代培養

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 26年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

Ⅰ

5,459 △ 10.8%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 5,459 △ 28.4%

決 算 額 の 推 移 △ 28.1%

終了課題数 94.4%

活動 研究課題数 6.3%

Ⅰ

の推移 成果 外部発表数 27.8% Ⅰ

事業効果 指標

指標 発表会参加者数 21.0% Ⅰ

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成26年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 5,459 これまでの主要な研究成果は次のとおり〔（　）内は試験研究期間〕
・越前カンタケの品種登録（H元年～3年）→県内各地で栽培
・クマ剥ぎ被害防止技術開発（H12年～14年）→若狭地区で広く実施
・巨大ウドの選抜（H14年～15年）→県内各地で栽培
・県産スギ材の強度性能試験（H14年～17年）→住宅分野への活用

財源内訳

国　　　　　庫 1,826

その他特定財源

一　般　財　源 3,633

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　「福井県農林水産試験研究評価システム」により評価を行う。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　研究課題の選定にあたり地域のニーズを的確に把握し、実用的な技術開発を行う。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他
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■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ ■ S44 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 46 年 □

22年度 23年度 24年度 25年度

2,821 2,779 3,022 2,643

2,821 2,779 3,022 2,643

2,821 2,776 3,020 2,643

28,837 28,837 28,837 28,837

70 59 38 20

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

元気な産業 県　単 補 助 金

所　　属 農林水産

法定受託事務

部 森づくり 緑化・花づくり推進

その他 そ の 他

育種園管理事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

事務区分

[事業目的]

　優良な種子、苗木を供給するため採種園、採穂園における育種母樹林（林木育種園）を適正に管理し、優良種苗の安定供給を図る。

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け 新しい方向をひらく農林水産業

［事業内容］

１　林木育種園の管理運営
　　　　スギ・抵抗性アカマツ採種園１．８６ｈａ（大野市篠座）、スギ採穂園（越前市丸岡町）４．１５ｈａ
２　育種苗木の養成
　　　　抵抗性アカマツ苗畑（総合グリーンセンター）０．１１ｈａ

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 26年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

Ⅱ

3,809 9.7%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 3,809 △ 1.8%

決 算 額 の 推 移 △ 1.8%

活動 育種母樹数（スギ、ヒノキ、マツ） 0.0%

の推移 成果 民有林造林面積（ha） △ 32.9% Ⅳ

事業効果 指標

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成26年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 3,809 H16年度～　 林木育種園の１箇所（大野市篠座）への集約
H20年度　　　越前市丸岡町借地（8.66ha）返地
H24年度～　 小浜市下根来（1.02ha）県有林として管理

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 3,809

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　林木育種園の適正な管理が行われ、優良種苗の育成が図られている。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　優良母樹の育成管理と育成母樹からの採種等の事業を効率的に行うため、「育種園管理事業」と「種子
採取事業」を統合し、優良な母樹の管理から種子採取・貯蔵までを一体的に行う。また、抵抗性アカマツの
需要をまかなうため、引き続き供給する体制を継続していく。 見　直　し　額 0 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他
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■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ ■ S27 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 ■ □ 63 年 □

22年度 23年度 24年度 25年度

1,079 1,076 985 864

1,079 1,076 985 864

1,079 1,072 985 709

32 32 28 26

70 59 38 20

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

元気な産業 県　単 補 助 金

所　　属 農林水産

法定受託事務

部 森づくり 緑化・花づくり推進

その他 そ の 他

種子採取事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

事務区分

[事業目的]

　林業種苗法に基づき、指定採種源から優良な種子を採種し、造林地へ安定供給を図るとともに、災害時のための保存をすることで、森林の質的な向上を図る。

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け 新しい方向をひらく農林水産業

［事業内容］

　優良母樹（スギ・ヒノキ）の着花結実、種子採取
　優良母樹（スギ）の種子の貯蔵

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 26年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

Ⅳ

835 △ 6.1%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 643 △ 7.0%

決 算 額 の 推 移 △ 12.3%

活動 種子採取量（kg） △ 6.5%

の推移 成果 民有林造林面積（ha） △ 32.9% Ⅳ

事業効果 指標

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成26年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 643 H27年度　「種子採取事業」を「育種園管理事業」へ統合

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 643

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し

見直し額　△595千円
　「種子採取事業」を「育種園管理事業」へ統合すること
　による縮減

　採種園の適正な管理により優良母樹の種子の保存が図られている。

□ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　優良母樹の育成管理と育成母樹からの採種等の事業を効率的に行うため、「育種園管理事業」と「種子
採取事業」を統合し、優良な母樹の管理から種子採取・貯蔵までを一体的に行う。

見　直　し　額 △ 595 千　円

■ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他
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■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ ■ S56 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 ■ □ 34 年 □

22年度 23年度 24年度 25年度

9,849 9,843 9,793 9,974

9,849 9,828 9,544 9,368

9,849 9,826 9,378 9,337

2,112 1,780 1,978 2,219

1,167 911 1,067 1,192

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

元気な産業 県　単 補 助 金

所　　属 農林水産

法定受託事務

部 森づくり 緑化・花づくり推進

その他 そ の 他

緑の相談所運営事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

事務区分

[事業目的]

　緑化の知識や樹木養成技術の習得の場として、相談・指導を実施するとともに、展示ホールの開設や緑と花の教室の開催により、広く県民に対して、緑化の普及啓発を図る。

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け 新しい方向をひらく農林水産業

［事業内容］

１　緑の相談員の配置
２　「緑と花の教室」の開催
３　盆栽展示場の管理育成

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 26年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

Ⅱ

9,950 0.3%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 9,526 △ 0.8%

決 算 額 の 推 移 △ 1.7%

活動 相談件数 2.5%

の推移 成果 緑と花の教室参加者数 △ 23.3% Ⅳ

事業効果 指標

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成26年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 9,526 Ｈ13年度　緑の相談（土日）の外部委託
Ｈ14年度　盆栽展示場管理育成業務の外部委託
Ｈ24年度　　「みどりの教室」から「緑と花の教室」に名称変更

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源 642

一　般　財　源 8,884

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　毎年度多くの緑に関する多様な相談を受けており、今後とも相談応対、緑と花の教室の開催によりこれら
のニーズに対応する必要がある。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　「緑と花の教室」の講習を幅広い年齢層が興味を持つ内容に充実しながら、今後とも県民に対する緑化
の普及啓発に努める。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他
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■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ ■ S55 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 35 年 □

22年度 23年度 24年度 25年度

14,357 13,828 13,727 13,637

14,357 13,850 13,749 13,671

14,357 13,713 13,608 13,646

4,093 3,309 10,910 13,269

631 540 580 686

157,419 143,694 140,690 154,045

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

元気な産業 県　単 補 助 金

所　　属 農林水産

法定受託事務

部 森づくり 緑化・花づくり推進

その他 そ の 他

花き園芸推進事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

事務区分

[事業目的]

　花き園芸の普及を進める拠点施設として、展示温室等での展示や県民への普及啓発・栽培指導指導を通して、総合グリーンセンターの機能維持を図る。

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け 新しい方向をひらく農林水産業

［事業内容］

１　展示温室等における花きの展示、育成温室、苗畑等における花きの育成・管理運営
２　展示花きの案内・紹介、相談、育成指導

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 26年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

Ⅰ

32,753 33.8%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 32,753 △ 1.6%

決 算 額 の 推 移 △ 1.7%

花卉相談件数 3.8%

活動 展示株数 77.4%

Ⅱ

の推移 成果 グリーンセンター入場者数 △ 0.4% Ⅲ

事業効果 指標

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成26年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 32,753

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 32,753

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　花きの展示や相談を通じて、花きに関する普及啓発が図られている。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　花きについての指導拠点として、緑と花の拠点施設としての花き展示を行い、来園者に対し、花き栽培に
対する幅広い相談・育成指導の充実を図る。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他
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■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ ■ H23 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ H26 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 4 年 □

22年度 23年度 24年度 25年度

890 775 775

890 775 775

840 756 756

65 84 70

2 5 5

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

元気な産業 県　単 補 助 金

所　　属 農林水産

法定受託事務

部 森づくり 緑化・花づくり推進

その他 そ の 他

ジュニアフラワーサポーター養成支援事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

事務区分

[事業目的]

　子供達を対象とした「花育」の講習会を開催し、花や緑の活動の将来を担う後継者を養成し、家庭や地域が花であふれるようなふるさとづくりの推進を図る。

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け 新しい方向をひらく農林水産業

［事業内容］

○　ジュニアフラワーサポーターの養成
　　・対象者　緑の少年団、ボーイスカウト、ガールスカウト
　　・花育士等による花育講習会の開催
　　・花き農家等で職場体験を通じた花育実習の開催

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 26年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

Ⅰ

775 △ 4.3%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 775 △ 6.5%

決 算 額 の 推 移 △ 5.0%

活動 ジュニアフラワーサポーター養成数 6.3% 年間50人

の推移 成果 サポーターによる活動地域 75.0% Ⅰ

事業効果 指標

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成26年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 775

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 775

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　「花育」の講習会や花の育成を通じて、子ども達の花を愛する気持ちを高めることができた。

□ 継　　続 □ 休　　止 ■ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　これまで養成してきたジュニアフラワーサポーターに対し、地域での花づくり活動などへの参加を促し、引
き続き家庭や地域の花活動の推進していく。

見　直　し　額 △ 775 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他
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■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ ■ H26 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ H28 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 1 年 □

22年度 23年度 24年度 25年度

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 25 年度整備水準〔　　 年度　〔 98.3% 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

元気な産業 県　単 補 助 金

所　　属 農林水産

法定受託事務

部 森づくり 緑化・花づくり推進

その他 そ の 他

総合グリーンセンター緑と花の拠点施設機能強化事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

事務区分

[事業目的]

　花づくり活動の輪を全県下に展開していく中心的施設として、総合グリーンセンターの機能の強化を図る。

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け 新しい方向をひらく農林水産業

［事業内容］

１　花に関する相談・指導業務の強化（地域リーダー育成、花づくり講座の開催等）
２　花づくり講座等の体験学習に適した施設の改修
３　年間を通じた花空間の整備

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 26年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 95,909

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 95,909

決 算 額 の 推 移

活動

の推移 成果 県民運動参加者数

事業効果 指標

指標

計 画 の 達 成 状 況 ふくいの元気な森・元気な林業戦略 49,150  〕　／　整備目標 26 50,000 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成26年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 95,909

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 95,909

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 ■ 縮　　減 □ 終期の見直し
　花の相談所の設置や地域リーダーの育成、花づくり講座の開催を通じて、花づくり活動の普及啓発が図
られている。

□ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　花の相談所や花づくり講座等の開催、花空間の維持管理を通じて、花づくり活動が全県下への展開に努
める。

見　直　し　額 △ 92,104 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他
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■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ □ H23 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ H26 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 4 年 □

22年度 23年度 24年度 25年度

2,500 2,500 2,500

2,500 2,500 2,500

2,500 2,500 2,445

50,000 50,000 48,900

38,746 39,564 37,414

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

元気な産業 県　単 補 助 金

所　　属 農林水産

法定受託事務

部 森づくり 緑化・花づくり推進

その他 そ の 他

県産原木しいたけ生産拡大事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

事務区分

[事業目的]

　しいたけ生産者の原木購入を支援し、ふくいの気候・風土・森林から生産される県産原木しいたけの生産規模の拡大と産地の育成を推進を図る。

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け 新しい方向をひらく農林水産業

［事業内容］

１　県内で伐採された原木を用いて新規生産、または、１割以上増産する生産者への支援
　　　補助内容　定額　５０円/本
　

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 26年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

Ⅲ

2,500 0.0%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 1,745 0.0%

決 算 額 の 推 移 △ 1.1%

活動 県産原木の仕入本数 △ 1.1%

の推移 成果 原木しいたけ生産量（kg） △ 1.7% Ⅲ

事業効果 指標

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成26年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 1,745

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 1,745

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　原木しいたけ生産者への原木購入費用の補助により生産意欲が喚起され、増産しやすい環境が整い、
安定供給が確保された。

□ 継　　続 □ 休　　止 ■ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　国の交付金を活用し、新たに県産原木によるジャンボしいたけ生産を支援し、生産者の収入向上を図る。

見　直　し　額 △ 1,745 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他
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■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 ■ ■ H25 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ H27 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 2 年 □

22年度 23年度 24年度 25年度

2,000

250

159

25

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

元気な産業 県　単 補 助 金

所　　属 農林水産

法定受託事務

部（庁） 森づくり 緑化・花づくり推進

その他 そ の 他

豊かな森林・山村づくり推進事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

事務区分

[事業目的]

　山村地域の住民が地域ぐるみで協力して行う山林の保全管理や森林資源の利活用を推進し、山村における地域コミュニティの形成を目的とする。

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け 新しい方向をひらく農林水産業

［事業内容］

　活動組織が行う、地域環境保全活動や森林資源利用活動、森林空間利用活動を支援する。
　
　・県推進費
　　　　地域協議会の設立支援、市町に対する指導等
　・市町推進費
　　　　森林所有者と活動組織との協定締結の支援、活動組織に対する指導等

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 26年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 2,000 0.0%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 200 △ 20.0%

決 算 額 の 推 移

活動 活動組織数

の推移 成果 目標値の設定が困難

事業効果 指標

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成26年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 200

財源内訳

国　　　　　庫 200

その他特定財源

一　般　財　源

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　山村等における地域コミュニティが形成され、里山林整備の推進が図られている。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　地域住民等による山林の保全活動や森林資源の利活用を図り、山村地域のコミュニティの形成を
図っていく。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

－22－


